
思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ◎ ◎

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【論理的思考力】

◎ ◎

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

総合評価割合 10 10 50 30

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
④

発表のポイントを的確に
聞き取りながら、質疑応
答において、何を目的に
何を発言するのかを手
際よくまとめることができ
る。

発表のポイントを的確に
聞き取りながら、質疑応
答で何を発言するかを考
えることができる。

発表のポイントを聞き取
れる。質疑応答でとりあ
げられていることが理解
できる。

発表のポイントを聞き取
れない。質疑応答でとり
あげられていることが理
解できない。

学習・教育到達目標 （Ｇ）① JABEE基準１（２） （ｆ）

到達目標
②

具体的で、かつ、聞く者
が理解しやすいように工
夫をしたレジュメを作成
できる。アドバイスや自
分が参考にすべきことを
コメントペーパーに書け
る。

レジュメを作成できる。発
表者へのアドバイスをコ
メントペーパーに書ける。

レジュメの作成ができ
る。感想をコメントペー
パーに書ける。

レジュメを作成できない。
コメントペーパーを書け
ない。

到達目標
③

話しことばと書きことばの
違いをふまえて、口頭発
表をすることができる。論
点を整理しながら、質疑
応答や討論を活発に行う
ことができる。

聞き取りやすい話し方で
口頭発表ができる。質疑
応答や討論ができる。

口頭発表ができる。質疑
応答や討論の内容を理
解することができる。

口頭発表ができない。質
疑応答や討論に参加で
きない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

具体性・抽象性を意識し
た上で、ビブリオバトルで
取り上げた本を自分なり
の観点から説明すること
ができる。

ビブリオバトルで取り上
げた本を、自分なりの観
点から具体的に説明す
ることができる。

抽象的ではあるが、ビブ
リオバトルで取り上げた
本を、自分なりの観点か
ら説明することができる。

ビブリオバトルで取り上
げた本を、自分なりの観
点から説明することがで
きない。

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　赤迫　照子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)読む力：読書をし、自分なりに鑑賞できる。資料を読みながら、発表内容を理解することができる。国
語の常識問題を理解できる。
(2)書く力：文章で自分の考えを的確に表現できる。発表のポイントについてメモがとれる。コメントペー
パーに批評やアドバイスが書ける。
(3)話す力：聞き取りやすい話し方で、発表・質疑応答・司会進行ができる。話しことばと書きことばの違
いをふまえて話すことができる。
(4)聞く力：発表のポイントを聞き取れる。質疑応答でとりあげられていることが理解できる。

第4学年 制御情報工学科 学修 1 単位 必修 講義

科目名 国語Ⅳ （ Japanese Ⅳ ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



学　習　上　の　留　意　点

・小テストと期末試験は、国語の常識問題である。
・レポートは締切厳守。締切を過ぎたものは受けつけない。
・評価の詳細については、配付するルーブリックを参照すること。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

・本授業の主な狙いは、論理的思考力・口頭で説明する力・討議に参加する力といった、今後の社会生活で必要とされる力
を実践しながら獲得することである。
・人は、必ず失敗をする。本授業でも失敗をしない人は、いない。だからこそ、どこまで誠実に取り組むかが重要になってくる。
できない・わからないということに向き合う誠実さを、大切にしてほしい。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ　国語Ⅱ　国語Ⅲ

教科書

補助教材等 プリント、阿部紘久『文章力の基本100題』（光文社新書）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

期末試験

答案返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験解説により、問題の解き方を理解する。

総　学　習　時　間　数 45 時間

自己分析・文章作成・発表① エントリーシートを作成する力を育む。なお、
評価の詳細については、配付するルーブリック
を参照すること。

・自己分析の方法を習得し、自分の強みや弱点
を知る。
・自己分析で行ったことを、文章で表現でき
る。
・推敲を重ねることができる。
・読み原稿とレジュメを作成し、口頭で自分の
ことを説明できる。
・コメントペーパーに批評やアドバイスが書け
る。

なお、国語の常識問題の小テストを実施する。

予習：次週の授業で書
く課題の準備してお
く。
復習：国語の常識問題
に取り組む。自己分析・文章作成・発表②

自己分析・文章作成・発表③

自己分析・文章作成・発表④

自己分析・文章作成・発表⑤

自己分析・文章作成・発表⑥

自己分析・文章作成・発表⑦

ビブリオバトル① ビブリオバトルを行う。評価の詳細について
は、配付するルーブリックを参照すること。

・発表や司会進行の手順、レジュメの作成方法
を理解する。
・質疑応答では具体的にどのようなことを述べ
ればよいのかを理解する。
・聞き取りやすい話し方を習得する。・発表を
聞き、重要なポイントについてメモをとる方法
を習得する。
・コメントペーパーの書き方を理解する。

なお、国語の常識問題の小テストを実施する。

予習：ビブリオバトル
の練習をしておく。
復習：国語の常識問題
に取り組む。

ビブリオバトル②

ビブリオバトル③

ビブリオバトル④

ビブリオバトル⑤

ビブリオバトル⑥

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
ビブリオバトル準備

・シラバスを読み、授業の方法を理解する。
・ビブリオバトルの方法を理解し、次週、自分
が取り上げる本を決める。

復習：ビブリオバトル
について確認する。


